
一般質問（2） 

第 30 号（3）
 

 
 

 
 

 
 

東
大
農
場
問
題
に
明
確
な
姿
勢
で
臨
め 

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
市
民
ニ
ー
ズ
を
！ 

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
）

地
球
温
暖
化
・
高
齢
化
の
進
む
今 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
せ 

保
谷
　
七
緒
美
（
生
ネ
）

原
爆
の
悲
惨
さ
を
青
少
年
に
伝
え
る 

「
広
島
平
和
の
旅
」
の
充
実
を 

保
谷
　
清
子
（
共
産
）

地
域
防
災
計
画
は
災
害
弱
者
の
視
点
で 

板
垣
　
洋
子
（
生
ネ
）

住
民
税
大
増
税
が
暮
ら
し
を
直
撃 

市
独
自
の
減
免
、
負
担
軽
減
対
策
を 

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

ご
み
収
集
変
更
は
周
知
徹
底
を 

ひ
ば
り
団
地
建
て
替
え
は
住
民
と
協
議 

大
友
　
か
く
子
（
生
ネ
）

質
問
　
家
庭
ご
み
の
収
集
方
法

変
更
に
伴
い
廃
食
用
油
の
回
収

も
変
更
と
な
る
。
収
集
量
増
が

見
込
め
る
が
、
利
用
方
法
の
再

検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。
ま
た

剪
定
枝
は
減
免
の
対
象
で
あ
る

が
、
周
知
徹
底
で
き
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。 

答
弁
　
現
在
は
イ
ン
ク
に
利
用
、

活
用
し
て
い
る
が
、
収
集
量
が

増
え
れ
ば
ほ
か
の
活
用
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。
剪
定
枝

に
つ
い
て
は
、
緑
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
市
の
意
向
が
伝
わ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。 

質
問
　
初
の
民
間
委
託
で
あ
る

北
原
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
そ

の
他
直
営
学
童
ク
ラ
ブ
の
職
員

の
異
動
に
伴
う
混
乱
に
つ
い
て
。 

答
弁
　
北
原
は
お
お
む
ね
好
評

を
得
て
い
る
。
他
の
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な

事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
留

意
す
る
。 

質
問
　
ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
建

て
替
え
の
協
定
書
の
見
直
し
に

当
た
り
、
深
井
戸
・
緑
の
保
全

や
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
問
う
。 

答
弁
　
井
戸
は
可
能
な
限
り
現

在
の
機
能
を
維
持
す
る
よ
う
要

請
・
協
議
し
て
い
る
。
住
民
と

も
必
要
に
応
じ
て
協
議
や
意
見

を
伺
え
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
。 

◇
市
内
す
べ
て
の
学
校
プ
ー
ル

の
腰
洗
い
槽
を
廃
止
す
る
よ
う

検
討
せ
よ
◇
は
し
か
の
流
行
◇

小
学
校
の
校
庭
開
放
で
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
と
地
域
生
涯
学
習

事
業
の
支
援
◇
住
吉
公
民
館
の

代
替
施
設
に
つ
い
て

質
問
　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
つ
い
て
、
絶
対
高

さ
の
制
限
に
市
民
は
敏
感
に
な

っ
て
い
る
。
条
例
に
高
さ
制
限

を
定
め
な
い
の
は
、
本
当
に
妥

当
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
開
発

地
域
と
周
辺
地
域
の
調
和
に
つ

い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。 

答
弁
　
建
築
確
認
審
査
の
実
効

性
の
担
保
の
た
め
、
＊
地
区
計
画
・

高
度
地
区
を
活
用
し
た
高
さ
制

限
を
行
う
。
ま
た
、
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

市
が
あ
ら
か
じ
め
開
発
行
為
に

介
入
で
き
る
よ
う
、
条
例
案
に

届
け
出
を
規
定
し
て
い
る
。 

質
問
　
市
民
は
東
大
農
場
の
移

転
反
対
を
、
４
万
５
千
の
署
名

を
も
っ
て
は
っ
き
り
と
意
思
表

示
し
て
い
る
。
市
の
と
る
べ
き

方
向
性
を
明
確
に
し
、
市
民
の

声
に
こ
た
え
る
べ
き
だ
。 

答
弁
　
市
民
の
意
識
の
高
さ
と

努
力
に
敬
意
を
表
す
が
、
移
転

の
方
針
が
撤
回
さ
れ
て
い
な
い

以
上
、
東
大
農
場
の
緑
を
確
保

す
る
た
め
に
東
大
・
東
京
都
・

国
と
の
協
議
を
進
め
る
。 

質
問
　
住
吉
公
民
館
が
今
年
度

末
で
閉
館
す
る
が
、
新
公
民
館

の
開
館
ま
で
の
空
白
期
間
が
あ

る
。
こ
の
期
間
の
対
処
は
。 

答
弁
　
代
替
施
設
の
提
供
を
検

討
し
て
い
る
。 

質
問
　
母
子
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
は
。 

答
弁
　
７
月
よ
り
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

総
合
計
画
の
中
間
の
見
直
し
に

つ
い
て 

質
問
　
地
球
温
暖
化
と
高
齢
化

の
進
む
今
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

ー
づ
く
り
の
視
点
で
進
め
る
べ

き
。
総
合
計
画
の
中
間
の
見
直

し
で
、
都
市
機
能
の
集
約
化
、

公
共
交
通
の
拡
充
、
大
規
模
店

舗
の
出
店
の
規
制
・
誘
導
な
ど

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。 

答
弁
　
都
市
基
盤
整
備
の
進
捗

動
向
を
踏
ま
え
た
秩
序
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
誘
導
し
て
い
く
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
・
事

業
を
展
開
で
き
る
か
は
、
大
き

な
課
題
の
一
つ
だ
。
後
期
基
本

計
画
の
見
直
し
で
は
、
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
議
論
の
素
材
と
し

て
い
き
た
い
。 

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て 

意
見
　
総
合
計
画
見
直
し
の
際

の
市
民
ニ
ー
ズ
調
査
は
外
国
人

も
対
象
と
す
べ
き
。 

◇
合
併
特
例
債
と
公
園
緑
地
の

適
正
配
置
計
画
に
つ
い
て

◇
交
通
計
画
の
進
行
管
理
、
整

備
効
果
の
評
価
方
法
、
及
び

調
布
保
谷
線
に
つ
い
て

◇（
仮
称
）人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
と
、
開
発
事
業

者
と
周
辺
住
民
と
の
紛
争
予

防
に
つ
い
て

◇
市
役
所
を
利
用
し
た
障
害
者

の
就
労
訓
練
に
つ
い
て

◇
介
護
保
険
と
連
動
さ
せ
た
高

齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

つ
い
て

質
問
　
市
民
税
に
つ
い
て
、
高

齢
者
の
非
課
税
限
度
措
置
や
生

活
保
護
基
準
に
準
ず
る
低
所
得

者
の
減
免
な
ど
、
市
独
自
の
市

税
条
例
化
を
求
め
る
。 

市
長
　
現
行
の
市
税
条
例
、
減

免
基
準
で
収
入
激
変
や
生
活
困

窮
者
へ
の
減
免
・
軽
減
を
実
施

し
て
い
る
。
現
行
枠
で
の
対
応

に
努
め
た
い
。 

質
問
　
増
税
で
市
民
生
活
が
大

変
な
と
き
だ
。
介
護
保
険
料
・

利
用
料
の
本
格
的
減
免
・
負
担

軽
減
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
都
市
長
会
を
通
じ
、
保

険
料
減
免
、
利
用
料
軽
減
な
ど

の
国
の
責
任
で
の
実
施
を
積
極

的
に
要
望
す
る
。
低
所
得
者
対

策
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
に
向
け
た
運
営
協
議

会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

青
年
の
雇
用
確
保
と 

労
働
条
件
を
守
る
施
策
を 

質
問
　
仕
事
探
し
や
雇
用
問
題

の
解
決
を
図
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
、
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法

の
発
行
を
求
め
る
。 

市
長
　
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
、

し
ご
と
フ
ェ
ア
ｉｎ
西
東
京
な
ど

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催
し
、

雇
用
拡
大
に
努
め
て
い
る
。 

市
民
生
活
部
長
　
８
月
開
設
の

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
（
国

分
寺
労
政
会
館
）
や
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
て
、
就
職
情
報

を
広
報
紙
・
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
周
知

す
る
。
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に

つ
い
て
は
、
都
発
行
ポ
ケ
ッ
ト

労
働
法
２
０
０
７
を
100
部
、
相

談
窓
口
に
備
え
る
。 

東大農場のポプラ並木 北原学童クラブ（北原児童館内） 

総合防災訓練 

広島平和記念式典 

地
域
防
災
計
画
の
改
正 

質
問
　
災
害
時
要
支
援
者
の
支

援
体
制
の
進
め
方
は
。
ま
た（
仮

称
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン

タ
ー
設
置
へ
の
体
制
づ
く
り
を

始
め
よ
。 

答
弁
　
災
害
時
要
支
援
者
を
管

轄
す
る
部
署
と
連
携
し
、
具
体

的
計
画
の
立
案
を
進
め
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
も
実

現
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

質
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
は
地
域
福
祉
の
情
報
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。 

答
弁
　
セ
ン
タ
ー
の
相
談
業
務

で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

市
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民

生
委
員
、
消
防
な
ど
関
係
機
関

と
地
域
情
報
を
共
有
し
、
災
害

時
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て
も
調

査
検
討
を
進
め
た
い
。 

石
川
島
播
磨
重
工
場
跡
地 

質
問
　
開
発
に
伴
う
周
辺
道
路

の
整
備
と
地
域
住
民
の
不
安
解

消
を
進
め
よ
。 

答
弁
　
鈴
木
街
道
、
向
台
中
央

通
り
ほ
か
に
つ
い
て
拡
幅
改
良

な
ど
の
調
査
を
行
い
、
具
体
的

対
策
を
検
討
中
。
周
辺
住
民
の

住
環
境
に
配
慮
し
た
開
発
等
の

協
議
を
行
い
た
い
。
通
学
路
の

安
全
対
策
も
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
図
る
。 

◇
上
向
台
小
学
校
の
教
育
環
境

整
備
と
保
護
者
へ
の
情
報
提

供
を

◇
司
書
教
諭
と
学
校
図
書
館
専

門
員
の
連
携
で
学
校
図
書
館

の
拡
充
を

質
問
　
被
爆
地
広
島
へ
青
少
年

を
派
遣
す
る
「
広
島
平
和
の
旅
」

は
、
平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
、

原
爆
ド
ー
ム
見
学
な
ど
で
原
爆

の
悲
惨
さ
を
継
承
す
る
大
切
な

機
会
で
あ
る
。
原
爆
へ
の
認
識

を
深
め
る
た
め
に
も
、
広
島
と

長
崎
へ
交
互
に
派
遣
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。 

答
弁
　
行
政
評
価
の
中
で
、
当

面
広
島
の
み
に
し
た
。
広
島
派

遣
で
継
続
し
た
い
。 

質
問
　
戦
争
中
、
「
中
島
飛
行

機
多
摩
製
作
所
」
に
向
け
て
の

流
れ
弾
で
、
多
数
の
市
民
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
平
和
事
業
の
一

環
と
し
て
記
録
集
を
つ
く
る
こ

と
を
提
案
す
る
。 

答
弁
　
ご
提
案
と
し
て
受
け
と

め
る
。 

質
問
　
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
の
要
望

が
強
い
。
実
態
調
査
を
行
う
中

で
、
実
現
を
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
る
。 

答
弁
　
財
政
状
況
等
を
考
え
る

と
、
設
置
は
厳
し
い
。 

質
問
　
心
障
固
定
学
級
は
、
25

人
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
中
原
小
は
１
学
級
32
人
、

田
無
小
は
31
人
と
人
数
が
多
過

ぎ
る
こ
と
で
悪
影
響
が
出
て
い

る
。
固
定
学
級
の
増
設
と
、
送

迎
バ
ス
の
増
便
を
求
め
る
。 

答
弁
　
固
定
学
級
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
角
度
か
ら
判
断
し
、

検
討
し
て
い
く
。
送
迎
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
路
線
を
短
く
、

よ
り
短
時
間
で
回
れ
る
よ
う
対

策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。 


